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 No.13
「公共施設アンケート調査」
「ひがしうら公共施設未来会議」
「公共施設マネジメント講演会」
のお話

問い合わせ
企画政策課　内線224

公共施設マネジメントシリーズ

5分で読める
公共施設のこと

01 公共施設のあり方に関するアンケート調査

令和４～５年度にかけて、「東浦町公共施設再配置
計画」の策定を進めています。今回は、令和４年12
月までに行った取組みを紹介します。

対象：町内在住の16歳以上の3,000人。
　　　そのうち、995人から回答をいただきました。

　公共施設の課題解決に向け、集約化・複合化や、低利用施設の用途変更により施設の有効利用を図るほ
うが良いと、多くの方が思っていることが分かりました。その他の回答は町ホームページで公開しています。

※５％未満の場合は非表示

　公共施設に対する意識や利用状況などの結果を、今後の方向性や
再編を検討するにあたっての基礎資料とするために実施しました。

公共施設の課題の解決に向け、様々な視点・取り組みを検討する必要があり、どう思うか。
結果の一例

Ｑ

（ア）施設を集約化や複合化することな
どにより、管理面積を減らし、税金の
負担を減らしつつ、施設価値を高める。

（イ）近隣の自治体と共同で施設を建
設・運営する。

（ウ）施設の建て替え・維持管理等に民
間の資金やノウハウを活用する。

（エ）施設利用者または地域の住民が
施設の維持管理を行う。

（オ）現在の施設を改修し、できるだけ
長い間使用する。

（カ）利用頻度の低い施設は、他の用途
に変更することで施設の再生を図る。

（キ）使用料の値上げ、または、料金を
徴収していない施設を有料化する。

（ク）施設におけるサービスの水準を引
き下げ、経費を抑える。

（ケ）特別な税金の徴収等により、経費
を住民全体で負担する。

ご協力ありがとうございました

積極的に実施すべき どちらかと言えば実施すべき

どちらかと言えば実施すべきでない 実施すべきでない

94.3％が「実施
すべき」と回答

92.3％が「実施
すべき」と回答
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02 ひがしうら公共施設未来会議 ～Future Session ＠ Higashiura～

03 公共施設マネジメント講演会

施設マネジメント
キーポイント 2

「『成長と開発』から『集約と
再編』の時代へ」といった、
現状と将来に関する課題の
認識を持つことが大切です。

少子高齢化や人口減少などで、50年や100
年後に同じ用途である保証はありません。
将来、他の用途でも使えるように構想段階
から考える必要があります。

施設マネジメント
キーポイント 1

　これまで、行政に声を届ける機会
の少なかった「多くの声なき声 （サイ
レント･マジョリティ）」の意見を聞くた
めに、公共施設のあり方に関するア
ンケート調査の対象者3,000人の中
から希望者を募り、参加していただき
ました。
　ひがしうら公共施設未来会議で
出た意見を参考に、町職員による
作業部会や、学識経験者を含む検
討委員会で検討を進めていきます。

・公共施設のあり方について、行政任せではなく、私ごと
として考えねばならないと感じました。

・子育て世代、若者世代などとは必要と考える施設の考え
方に差があり、興味深かったです。合理化を推し進める
ことが、みんなにとって必ずしもよい考えとは限らず、
自身の考え方をより深める必要性があると感じました。

　公共施設の更新には、皆さんが公共施設をどのように使い
たいかが大切です。そこで、「公共施設の新しいカタチって何
だろう？」をテーマに、名古屋大学大学院環境学研究科教授
の小松尚氏を招いて、人口減少や財源問題を踏まえて、将来
にわたって持続可能な公共施設のあり方を考えるきっかけ
にするため、講演会を開催しました。

こんなことを考えました！ 各グループで出た意見 ポイント

町内に１つだけ
必要な施設

役場、文化センター、給食
センター、勤労福祉会館、
体育館

「本当に必要な施設って何だ
ろう？」ということを深く
考えました。地区内に１つは

必要な施設
小学校、コミュニティセン
ター、保育園 など

集約化・複合化が
できそうな施設

「学校＋コミュニティセンター
＋児童館＋老人憩の家」、

「中央図書館＋郷土資料館」、
「学校＋体育館」　など

集約化や複合化により、サー
ビス向上や相乗効果が期待
できると思われる施設につい
て考えました。

廃止やむなしと
思われる施設

（廃止する施設の機能
に対するアイデア）

老人憩の家（老人クラブに
運営を任せる）、町営住宅

（民間移譲）、児童館（他施
設との複合化）  など

施設の廃止だけではなく、今
まであった機能をどうしてい
くかについて、様々な再編ア
イデア（用途変更や民間提供
など）を考えました。

●こんなお話がありました。
・学校を核にして、他の公共施設を集約しながら「あたらしい地域の拠点をつくる」という発想で。
・住民の皆さんが「自分ごと」として考え、将来どのように使いたいかを「共創」して考えていく。
・「できること」「できる地域」から始めるのも一手。

＼参加者の声／


